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 2022年11月20日、中央アジアのカザフスタンで大統領選挙が行われた。22日に同国中央選挙

管理委員会が発表した公式結果によると、81.31％の得票率で、現職のカシム＝ジョマルト・トカエフ

大統領が再選を果たした。投票率は69.44％であった。カザフスタンでは2022年９月に憲法が改正

され、大統領任期が５年から７年に延長されており、トカエフは2029年までの権力基盤を確立した。 

 今回の大統領選挙はカザフスタンの独立以来６回目だが、同国では任期満了前の前倒し選挙が

常態化している。今回、2024年の任期を待たずして選挙を実施する理由について、トカエフ大統領

は９月に行った大統領教書の中で言及しており、2022年１月の騒乱後、矢継ぎ早に打ち出した政

治・経済・社会改革実現に向けた権力基盤の足固めが必要という見解を述べた。「７年という任期が

あれば改革の実現に十分」とトカエフ大統領自身が発言しているとおり、カザフスタンが本格的な改

革の実現に向けて動き出す。 
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